
τ 

長
野
勝
方
言
に
お

け
る

一
音
韻
現

象
の

概
観青

木

千

代
士
ロ

-長野県票方言における音韻現象の統観

長野
勝方言
の音
韻分
布につ
いては 、
明
治二
十四 、
五
年
頃、
諏

訪
の人武井一
郎
氏が分
布図を
作ラ
て
おら
れ
るこ
とが 、
東
僚
操先

生
によっ
て
紹介されてい
る。(一音声の研
究第二
輯〉

私も昭和二
十一
年か
ら一一一
年間ほど
長
野
膝下
各地を
臨地調査を

して
みた
ので
あ
るが、
そ
の結果を
整理して
み
ると、
武井氏が
記

じてい
ら
れ
る五つ
の音韻
現
象の分
布は
大体今日
も長野
勝方言
の

音
頭上
の特色を示
してい
ると
見
るこ
とがで
きる。
た
だ 、
そ
の分

布範
囲や
普転靴
の度合につ
いて 、
多少
の差
異
の認めら
れ
るのは

六
十
年とい
号

年代のへ
だたり
か
ら
来るも
のが
大
部分
の理
由で
あ

ろ
う。本

稿においては、
武井氏
の記
録された呈日現象は
もち
ろん、
そ

の他、
広
く
鯨下
の音
頭現
象の主だヲ
た
も
のにつ
いて、
ご
く

概略

の事
実だけを
記述して
みたい
と
恩号 。

ー厭

菅

� 
単
独母音と
して
現わ
れ
る母一一音イは 、
東信か
ら
北信一
帯に

か
けてエ
に
混同され
る傾
向があ
る。

えた
〈
板)
えま
(今)
えも(
苧)
えろ
へ色)

は
のえ(イロハ
のイ)

こ
れらは
ほん
の一
例に過ぎない
が 、
こ
の呈自転靴の傾
向は
老
人

ほど
盛んに
聞か
れ
るも
ので
あ
るが、
現代の教
育を受けた
人
の聞

にも時と
して
聞か
れるも
ので、
かつ
て
は
相当
根強かっ
た
も
ので

忘
るこ
とが想
像さ
れる。

もと
もと 、
ζ
の
現象は
裏 一日
本から
関東北東部に
通じて
現われ

るも
ので
あ
るか
ら、
信州
の以上
の地
帯はそ
の系
統の中
の一
部分

を
占め
るも
ので
あ
るこ
とがうか
がわ
れ
る。
そ
して 、
北信で
も千

曲川に
沿うて
北に
行くほどこ
の傾
向が甚対しくなり 、
下
高井郡

の木
島、
静
嵩 、
下
水内郡
の常盤
村、
上水内郡
の古
問J
富士星
等

の
村々
〔第一
図の1;・:
8
に
わた
る地帯)
の老
人では
殆んど
徹

底的に、
ィ
一菅一
の三出回転靴が聞か
れる
ので
あ
る。

えシ
たい
(一
体)
えつ
(何時』
えっベ
(一
杯)
ええ

はん〈いいか
げん)
えそ
あし
(忙しい)
え
く
じ
な
し

(い
く
じ
なし)'
えた
ずら
(いた
ずら)
等身

こ
れらはい
ずれも語
頭一一音の場合で
あ
るが、
語尾
に
現わ
れ
る二

重母一菅
の場合で
も 、

，

a，
んどか
え(
運動会)

えた
え
のし
れね
ハいたい
の知れない)

か
えか
え
ハ開会)

のよ
うに

転枇さ
れてい
る。
また
武井氏
の分
布図には-記されて

い
ない
が、
北安
曇
郡北部
の小
谷地方ハおmm)
にもこ
の傾向が
あ えろ

13 
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っ
て、
ここ
で
も

やはり
老人ぼ
どそ
の度合の強いこ
とが

知明察さ
れ

た。また
奥信
濃地
方
(123.4
5)
に
おい
て
は、
単
独
の
母
音イ

除 、
標
準
音一門・I〕よりは
関口
の度疋口がやや広
くてそ
の聞えは〔・e〕

脅意あ
ると
噴め‘ら
れるq
そ
のた
め
に、
こ
の地方で
はイ一音が
徹底

的
広エ令
官に
混用さ
れる結果となっ
た
も
ので
あろ
う。
とこ
ろが 、

東信北
信一
帯で
は、
イ
音は
大体〔i〕で
怠
るか
ら、
すべ
て
のイ一音

がエ一言に
努脅さ
れるとい
う

訳では
なぐ 、
語奨によっ
て
は〔i〕
と

正じく
発
奮され
るので
あ
るb

泉信
壇地方におい
て
は、
イが
単
独母墨田としてで
なく 、
他
の子

昔、と結
合 、して
キ・-
7
ヒ・
ミ・
リ

の一音
節を
作ワ
た
場
合もやはり

FF
%もロ『
BV
芯
と
発奮さ
れてい
るので
あっ
て 、

ふ
っ
き

司
乞
呂
志

ハ
ほ
お
ず
き)

にひ
き

豆町t
Z

(一一
匹)

ひ
るま

ち
25白

(
壷間)

み
ち

包ZU『同

(道)

ら
り

師同『

(
蟻)

のよ
うな

発音で
あり 、
ギ・
ピ
の場
合もまた、

こ
l
ろ
ぎ

rs
g忠一

(
こ
お
ろ
ぎ)

ゆl
びん

宮守
合

(
郵便)

と

発電さ
れ
る。

またこ
ゐ

豊信濃地方では 、
ィ
段め一一音節中 、
シ・
チ・
ジ
の三一孟一日

は、
そ
の
母音の
調音
域が
ずヲ
と
奥にず・
れて 、
中
舌一音〔i〕で
あ
る

と
認
め
ら
れる。

い
ち
ば
ん

町

長冨ロ

ヘ一
番)

はち
じ

げ民同日仏国同

〔八
時〉

し
ら
ねョ

コ
窓口唱

ハ
知
ら
な
い)

ち
く
ま
が
わ

さ
E
S

回開副委曲
ハ
千
曲
川)

も
ず

と
民Ng

へ
地
図〉

こ
の地方
のこ
うした一孟一日積

現
象は
あ
きらか
に東北
兎のも
ので
あ

るこ
とは
後ずに記
す
幾づ
か
の現
象と全く同じ
f
あ
るが、
右
の中舌

正日が 、
南信
の下伊
那、
西筑
摩地方
の老人の発一音に聞か
れるこ
と

は
注意すべ
きこ
とで
ある可と
息わ
れる。

くみ

rzBM

e(組)
下
那 、
和国
m均)

い
し

山口

ハ
石)

酉
筑、
吾
妻
(弱)

か
み

E
B同一

(
紳)

下
郊、
神
原
(
伺)

うち

百件コ

(家)
西筑 、

薮原(岨)

っ
ち

広
三口

〔
土)

南安 、
奈
川
(
M3

後日仏
述べ
るこ
とで
あ
るがこ
れら
南信地方には
今回東北系だと

踊併せら
れる
発音が少し
く見当た
るが、
む
の〔I〕
菅の散見す
るこ

となど
もそ
の一
例で
怠ろ
う 。
た
定守
一一音が〔BM〕
で
あ右こ
とは、

奥信
濃では
聞が
れない
も
ので
珍らしい
も
ので
あ
る。

東信 、
北信地方で
は、
キ・
ミ・
ヒ・
ニ
一等のイ
段の丑日もケ・
メ

.
へf
ネ .のエ
段の一音に
転じてい
るのが聞か
れる。

-
-

-

-

めつ
け
る(見つ
け
る)
す
げ，るペ、過ぎ
る〉
へ
ま
〔
駿)

吋る(干
る)
ぬんじん
(人
墓)
え
や
す
っ
こ
(
恵比寿

講U

14 
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-長野軍事方言における音韻現象の概観

思

奥
信
機
地
方
に
お
い
て
は、
母
音エ
が
標
準
音
よ
り
も
狭
い
音

〔e・〕
で
あ
る
こ
と
が
多
く
イ
とエ
の
中
間
的
な
音
で
あ
る
こ
と
は
イ
が

〔・e〕
で
あ
っ
た
こ
と
と
似
て
い
る。

く
た
ぼ
れ
た

Fロ

gvoB
S

(
疲
れ
た)

か
な
け
っ
ちa

，

E
5

5、
ご0

ハ
と
か
げ〉

『

し
ば
の
め

e

bEgo
g叩

(
柴
の
芽)

け
し
ね

5
h
a

ハ
穀
類》

だ
が
ら
こ
の
地
方
で
は、
兄
ハ

gご
と

姉
守口市)
の
発
雪
上
の
区
別

は
殆
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
る。

イ
を
エ
に
転
枕
し
て
い
る
北
信
地
で
は
エ呈日
ーを
イ
に
転
ず
る
こ
と
も
多

い
の
で
あ
る
が、
次
に
そ
の一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う 。

む
か
刊
に
'
(
迎
え
に)

お
い川
る

〔
終
え
る)

•

•

 

は
い

(
友)

し
い
な
い
へ
為
得
な
い)

い
ら
い

門
偉
い)

か
い
る
門
蛙〉

こ
れ
ら
は
単
独
の
母
音
の
場
合
で
あ
る
が、
テ-メ
・
レ
等
の
音
節
も 、

•
 

9い
っ
ち
み
な
い

(
行っ
て
み
な
さ
い)

更
埴
南
部

や
ヲ
ち
ろ

(
や
っ
て
み
ろ)

hq

庁

-み
た
と
れ

内
め
っ
た
と
れ〉

南
佐
久

-

く
た
び
り
た

へ
Z
た
び
れ
た)

上
高
井

の
よ
う

仁
転
靴
さ
札
ち
い
る
が、
こ
の
例
は
あ
ま
り

多
《
は
な
い 。

オ

母墨田
オ
が
他
の
母一一耳目
ウ
に
転
じ
て
い
る
も
の
と
し
て、

東
信

北信

地
方一
得
に
見
ら
れ
る
次
の
現
象
が
特
徴
あ
る
も
の
で
る
るa

•

•

 

あ
す
ぶ

(
遊
ぶ)

か
ぶ
ち
ゃ

(
か
ぼ
ちゃ)

f 

ふ
ん
と

(
本
当)

ふ
る
し
き
(
風
呂
敷〉

む
す

(
燃
す)

仏
る

(
漏
る)

オ
V
ウ
の

転靴
で
は
上
水
内、
上
高
井、
下
水
内、
下
高
井
の
地
域
が

比
較
的
盛
ん
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
地
方
に
特
殊
に
聞
か
れ
る
も
の
と
し
て

立ハ
の

は
う
な
も
の
が
る
る。

ゆ
で
1

〈
予
定)

ず
l

せ

《
雑
炊)

お
っ
こ

(
男)

む. し ゅ.
ら ひ 1
う ゆ・ず

! の

円
よ
そ
の)

〔
四
俵)

(
貰
う)

。

前
項
と
は
滋
に
母
音
ウ
が
オ
に
転
じ
て
い
る
場
合
も
ず
い
ぶ
ん
多

く、
ま
ず
単
独
母
音
の
場
合
で
はA
奥
信
漫
地
方
に 、

お
ど
え
す〆
(
篤〉

守り
わ

ペ
えF
ち
わ)

お
ち

(
家V

お
ら

ハ
裏)

•

•

 

お
し
ん
ぼ

(
牛)

お
さ
ぎ

(
兎)

お
す

(
臼)

お
め
ず
け
(

梅漬)

等
の
発一
菅
が
あ
る。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の一
例
で
あ
ツ
て 、
こ
の
地
方
で

は
全
く
徹
底
的
だ
と
言
U
て
よ
い。
こ
う
し
た
現
象
は 、
母
音
そ
の
も
の

の
性
質
に
起
因
す
る
と
恩
わ
れ
る
が
充
分
確
め
て
み
た
い
問
題
で
る
る。

次
は
菅
街
中
の
母
音
ウ
が
オ
に
転
じ
た
場
合
を
記
し
て
み
よ
う。

•

•

 

ヌ
・
ノ

の
れ
る

(
ぬ
れ
る)

て
の
ご
え

(
手
拭)

•

•

 

の
す
む

円
盤
む)

の
る
い

(
ぬ
る
い)

•

•

 

る
で
の
り
(
昨
塗
り)

た
の
き

(
狸)

ム--e
そ
‘
も
ヲ
つ

も
ず
っ

け

(
六
っし}

〈
む
ず
か
ゆ
い)
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もも・
ぎ・ こ

もも・
こ・ も、
l し

ハ普)
(
向う)

(
婿)

(
愛)

•

•

 

ふよ

〈
多)

よぜ
る

(
ゆで
芯)

.

•

.
 

‘
ょっ
くら
〈
ゆっ
くりU
より

e
(
百
合)

•

•

 

一
およ ・
〈
お
湯V

よみ

m
弓)

•

•

 

・

・
つ
よ

(
露)

よlベ
な
(
タ)

この
現
象に類
する

もので
は 、
鋤一一菅の
場
合に次の
よ
うなもの
が

ある。
ユ:・ヨ

じ2
1

ろぐ
(
十六U

(
始
終)

(
村中V

(巡査)

(念
に)

じよ
1
どl
(柔
道)

じI
んさ

しじよ
1

きょ
1

に

むらじよ
l

Jt.-

τz 、

-・

『，
..

 

ほl
た
ろ

(
鐙)

の
ろい

(ぬ
るい)

こ
れらは
北信と
小
谷地方の
老
人に盛んな
現象で
あっ
て、
武井

氏が
「北
越一菅・一
名
犀川一音」
として
書き-記さ
れたの
は 、
こ
の
中

のユ・
ム
のヨ・
モ
転靴と 、
ヨ・
そ
のユ・
ム
転就につい
ての

も“の

で
ある。

' ー

重

管
母

二
重母
音が、
長一一音化する
傾向は
長野
勝下
におい
て
も一

般的な

もので
あるが、
その
場
合に

も
種々
な
相を
差してい
るので、
こ
れ

を
類別
的に記述して
み
ると次の
よ
うで
るる。

-
ア
イ------
A

二
重母
音「ア
イ」
は

い
て1
ハ痛いV

あけl
ハ
赤い)

ねl

(
無い)

てI 、けl
(大
統)

で!こ
ハ大
根)

にけ1
(一一
階)

のみてl
(
飲み
たい)
へ
l

(
茨)

等に発音さ
れるの
が
大体の
傾
向で
ある
が 九
下
伊
那の
遠
山地
方

a
m
m)一大
館
川西
岸沿い
の
産、
豊 、
日
宮寸の
村々
(市内)

で
は 、
こ
れが〔位〕一耳目に発音さ
れてい
る。
この墨田は
諏
訪
郡
の
北

山 、
米
mm(抑制)
の
村の
老
人に

も
聞か
れる

もので 、
武井
氏の
地
図

に言わ
れてい
る「天
飽
川音」の
分
布と
大休一
致する。
しか
し
今日

で
は 、
すべ
てのア
イ一音が
〔位〕
呈同
化するので
は
なく 、
どこ
まで

も傾
向として
認め
ら
れる

もので
ある。

.

また
奥信
濃地方(1:・5)
でこ
の
音が
行わ
れてい
るが、
ここ

で
は
〔EU一音の
場
合の
方が多く
聞か
れた。

中信地
方一
帯には
〔使〕
一孟一首化が
きわめて
盛んで
四段動調の
イ

一一音便形
も次の
よ
うに発号一周さ

れてい
る。

わl
た
(泣いた)

てl
た
(
焚い
た)

けl
て
(響いたU

め1
て
n
蒔い
てU

ぜl
た
(
咲いた)

へ
l

て
(
掃い
てν

こ
れらは、
諏訪か
ら 、
天
龍
川沿い
によ
下伊
那にか
けて
盛んに

現わ
れる

もので
あり 、
東
筑か
ら
南北安
曇に

もこ
の
傾
向が

買
受け

ら
れるが、
東信北信には
聞か
れ
ない

もので
ある。
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「
帰
る、
考
え
る、
お
前、
山へ 、
生
え
て」
等
の
語
に
含
ま
れ
る
こ

重
母
音
「
ア
エ」 .
も一
般
に
〔広〕
一孟一固
化
す
る
が、
「ア
イ」
が
〔
位〕

一Z同
化
し
た
地
帯
は
や
は
り
こ
の
「
ア
エ」
も
〔
が〕
音
に
発
音
さ
れ
て
い

る
の
が
注
意
さ
れ
る。

佐
久 、
諏
訪
地
方
に
お
い
だは
「
洗
え 、
賞、ぇ 、
使
え 、
歌
え」
等
が

〔g
u一
一音
と
なO
て 、
こ
の
地
方
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る。
つ
い

で
な
が
ら、
こ
の
地
方
で
は 、
上
記
の
四
段
動
調
の
終
止 、
→連
休
形
が 、

「
わ
ろ
1ハ

笑
う〉 、

っ
こ
1ハ

使
うυ 、
ち
ど
l(

濯
う

ど
と
〔α)
に
発品目 ノ

さ
れ
る
の
も
こ
の
地
だ
け
に
行
わ
れ
る
も
の
で
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る。

恐
ら
く
山
梨
か
ら
八
カ
岳
の
両
側
に
わ
か
れ
て
伝
癒
し
た
も
の
で
あ
ろ

。phJ
 

長野l係方言における音韻現象の概観

ォ
Z:
C

「
覚
え
る、
問
え
る」
等
の
語
に
現
わ
れ
る
「
オ
エ」
も
〔広〕一
音
化

す
る
の
が一
般
で
る
り 、
「ア
イ』
の
〔
欧〕一
一菅
地
帯
で
は
こ
の
「
オ

エ」
も
〔
舷〕
呈固
化
す
る
の
で
お
り 、
中
信一
帯
で
は 、
「
ど
こ
で
こ

こ
へ」
等
の
漣
語
の
場
合
す
ら
「
ど
け
1 、

こ
け
l」
と
言
う
の
ぷ
注
意

さ
れ
る。

オ
イ:
D

-「
白
い、
黒
い、
細
い、
ひ
ど
い、
哀
れっ
ぽ
い」
等
に
含
ま
れ
る
こ

重
母
音
「
オ
イ」
も
門
AV・u
音
化
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が、
こ
こ
で
注

，

意
し
た
い
の
は、
南
信
地
方
「
日
:・:-

m
に
わ
た
る
全
地
域』
で
は
大
体

原
音
の
ま
ま
に
〔 .
一む
と
発
音
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あっ
て 、
信
州
で
も

他
の
地
域
の
者
が
気
を
つ
け
て、
て
い
ね
い
に
発
音
す
る
時
円引υ
と
な

る
の
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る。

， 
. 、

ウ
イ
・

E
二
重
母
音
「
ウ
イ」
は

ぞ
l

せ
(
雑
炊」

ま
ぜ
l

へ
ま
ず
い」

の
よ
う
に
〔
ι乙
雪
化
さ
れ
る
も
の
と、
.

さ
み
1

へ
世帯
い」

あ
ち
1

へ
暑
い」

わ
り
l

へ
惑
い」

た
り
l

へ
た
る
い」

か
り
l

へ
軽
い」

の
よ
う
に
門・ド〕一Z同
化
す
る
守
の
と
二
種
類
あっ
て 、
中
北
信
で
は
盛

ん
に
長
音
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
も
南
信
に
お
い
て
は
〔
凶〕
と

発
音
さ
れ
て 、
長記同
化
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
も
の
で
あ
る。

あ
つ
え
l

へ
暑
い」

ま
た
下
伊
那
で
は
三
州
街
道
に
沿
ヲ
た
波
合 、
卒
谷 、
一依
mmハ
mm
-

W)

の
村んべ
で
は
A
・
B
・

C
・
D
-
E
の
二
重
母
音
を
長一昌一日
化
せ
ず
に
原呈自

の
ま
ま
に
発
音
す
る
の
が
注
意
さ
れ
る。
だ
か
ら、
南
信
で
も
岐
阜 、
愛

知へ
の
燃
境
地
帯
は 、
D
バ
E
の
二
重
母
音
を
大
休
原一
一音
の
ま
ま
に
発
音

し
て
長一
音
化
す
る
こ
と
の
殆
ん
ど
な
い
南
信
へ
日・
・・:-

m」
一
橋
の
中

で
も
二
重
母
音
の
非
長一
育
化
の
現
象
か
ら
見
て
徹
底
的
な
所
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
あ
る。

母一
音
の
無
声
化

〔
i〕〔
国〕
の
母
一昌一日
が
無
声
子
音
に
狭
ま
れ
る
時
は
無
声
化
す
る
の
が
信

州
で
も一
般
で
あ
る
が、
諏
訪
か
ら
上
伊
那 、
下
伊
邪
全
地
域
に
わ
た
っ・

て
こ
の
現
象
が
起
ら
な
い
@
が
注
意
さ
れ
た。

鏑

5
8同町

机

BEr
gm

絃
雰

コr巾口

、
規
則
之
gr
g

吹汽
く 車

司 ， :<"・
民

王子
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こ
れ
は
相
当
局
著
な
も
の
で 、
こ
の
地
帯
に
お
け
る
発
音
上
の
特
色
に

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る。

鼻
一母
音

母
音
が
鼻
音
化
ず
る
こ
主
は
東
北
方
言
に
著
し
い
こ
主
で
あ
る
が、
信

州
で
は 、
文
節
中
尾
の
カ
行
呈一日
が
有
声
化
す
る
地
方
へ
後
掲」
で
は
温
度

な
鼻
母一
音
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る。

優
し
い

滋
芝山

欠
壊

Z
P
富山

や
だ

演
骨

せ
ー

や
す

曲目日〕曲師ロ

ヘ
言
い
ま
す}

も
く
さ

go
E
g

へ
蓬」

こ
ヴ
け
に

rα
占hm
E

へ
こ
ん
な
に」

あ
ち
こ
た
ね
l
聞
と
涛o
gロ即日

へ
心
配
は
な
い」

西
筑
摩 、
下
伊
那
全
域
に
行
わ
れ
る
「
ま
ん
だ」
へ
未
だ」
と
い
う
語

な
ど
は
恐
ら
く
右
の
よ
う
な
鼻
母一昌一日
か
ら
更
に一
歩
進
ん
だ
欽
態
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
が 、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は

-

こ
の
ひ
と
ん
た
ち
ゃ、

?』
の
人
た
ち
は」
下
伊

お
み
ん
と
l

(
お
前
た
ちし

8

こ
ど
も
ん
と
1

(
子
供
た
ちU

へ
ん
ど

(
吐
物」

か
ん
ど

〔
縫」

と
ん
け

(
手
桶)

等
が
挙
げ
ら
れ
る。

，、‘、

" 

へ
柁」

(
Hリ)

(
Mリ)

ヘ
印」

(
岨)

(
M何)

要夏H

四

子
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力
行 、
ガ
行
子
育

諏
訪 、
上
伊
那 、
下
伊
那一
務
に
わ
た
っ
て 、
キ
雪
の
子正日
が

摩擦
音

〔
T〕
に
発
音
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る。

行
ヲ
て
来
て

主叩
2
8

敷
地

』目
立
さ

目
的
'

ヨOW4
8
2

適
当

件申
立件。

あ
る
べ
き

同E
Z
2

出
来
た
仏四
三
官

前
記
の
よ
う

に、
こ
の
地
方
は
母 一
一音
の
無
声
化
が
現
わ
れ
な
い
の
で
る

る
が 、
キ
音
の
子
音
が
摩
擦
音
を
現
わ
れ
る
こ
主
が
多
い
た
め
に、
一
そ

こ
の
傾
向
を
顕
著
に
し
て
い
る。
一
方
ま
た
こ
の
〔
T〕
菅
は
脱
落
し
や

す
い
傾
向
を
持っ
て
い
て 、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
時
と
し
て 、

主而同
席

(
行
っ
て
来
てν
、

wa
s
ハ
出
来
た)
等
の
発一
音
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る。

こ
の
地
方
で
は
ク・
コ
の
音
に
つ
い
て
も 、

無
く
て:・
v

g
卸
F

こ
の
く

れ-
V
F020
b
B

そ
ん
な
こ
た・:
v

gロ
Sα
S

の
よ
う
な
発
音傾
向
が
認
め
ら
れ
る。

水
内 、
高
井
地
方一
帯
に
は、
〔ku
を
門h〕
に
転
ず
る
傾
向
が
あ

る。
ふ
た
び
れ
たハ
疲
れ
た
の
意) 、
の
ふ
て
l

へ
唆
い
の
窓υ 、
ゅ
ん
と
こも

(
こ
こ
の
所v 、
こ
の
ふ
ん
な
へ
こ
の
く
ら
い
の
意) 、
ろ
ふ(
六) 、
ふ
さ
た

く
さ
ん
へ
く
さ
た
く
さ
ん
H

材
料
の
多
い
意」
こ
れ
は
カ
行一昌一自
の
す
べ
て

の
音
節
の
へk」
が
へh」
に
な
る
の
で
は
な
く 、
上
記
の
語
漢
に
現
わ

れ
る
に
ず
ぎ
な
い。



長野県票方言における音韻現象の概観

奥
信
濃地
瓦で
はキ
をチ
に
転靴する
傾
向が
ある。

•

•

 

ち
のこ
へ
茸)

くわ
のち
へ桑
の木」

-
はい
ちゅ
う(配

給」

-

こ
の地方で
はキ
↓チ
の転靴が
甚だしいた
め
に、
「ちり
がふ
か

•

•

 

くて
も
り

のも
bl
ね」
(
霧が
深くて
桐の木
見えね)
とい
うよ
う

な
品
固定
すら
なっ
てい
る。
こ
の場合
のキ
音はこ
まか
に
観
察する

とrt
で
ある場
合ーもあっ
て 、
東北に
おける現象と
全く
同一
なも

ので
ある
と
認めら
れる。

文節
の中、
尾
に
現わ
れるカ
行正日
濁一音化
の現象は、
東北方言に

有
名なも
ので
あるが、
信州にもこ
の現
象が
各
所
に
行わ
れてい

る。
矢
島満
美氏が信
濃教
育の昭和十八
年、
十月
号に
「木
曾方言

の性
絡」
とい
う論文を

戴ぜ
ら
れ 、
西筑
摩に
おけるこ
の現象を
報

告さ
れて 、
旧中
山道
沿い
にこ
の濁音
化
の現
象が分
布するこ
とを

述べ
ら
れた。
西筑
摩に
おける分
布につ
いて
は
私
の調査で
も
大休

同一
の結
果で
あるが、
こ
れは
中
山道
沿い
に分
布する
りで
は
な

く 、
野麦
峠、
安
房峠 、
長峰
峠を
介して 、
飛
擁か
ら安
曇 、
西筑へ

広
く
分
布した
も
ので
怠る
と
私は
考えた
い。
こ
の考え方は
飛
膿と・

信
濃の言
語的
交
渉の調査か
ら
結
論さ
れた
ので
あるが、
そ
の論は

と
もか
く
として 7こ
の現象は、
乗
数山
麓か
ら
西筑
摩中部にか
け

て
広
〈 、
しか
も
相当まで
徹底的に行わ
れる
も
ので
あるこ
とを
述

べ
て
おきたい。

信州北
部地方で
は、
上
水
内郡
の富士昼、
古
閉
村か
ら 、
下
水内

郡
の永岡、
柳原 、
外
措線 、
常
盤の各材、
下
高井の木
島、

穂高
村 、

およ
び以
北の地
帯
へ12
345678)
で
も 、
そ
の土
地にだけ

生
活してい
る人々
の聞には殆ど
徹底的にこ
の現象が
現わ
れる。

だ
がい
へ高い』

か
ぎ(
柿)

おげへ桶」

ゃぐ
ば(役
場V

かど
う〔囲う)

だい
ぐ
へ大工)

と1
ぎょ
l

(
東
京」

よ
げl
(
余計」

と
んねがら
へ取れない
か
ら)

か
がし
(
案
山子U
、
い
ど1
(行こ
う)

こ
れは、
北信北部
の献
態で
あるが、
姫
川下流
の小谷地方も完

全にこ
の
濁一音が
行わ
れ 、
人の名で
す
ら 、
「つ
ねゆぎや
l」

へ常

行は)
といっ
た
朕態で
ある。

上水内
郡の西山部地
帯へ9U
U)
にも、
老
人
の聞には時とし

てこ
の濁一一音化
の傾
向が
現わ
れる
ので、
かつ
ては
相発に広
く分

布

した
も
ので
あろ
うと

思わ
れる。

しか
し 、
母音
内EU
の分
布といい 、
また
後に記すよ
うにタ

行

記自の有
声化
の傾向といい 、
こ
の地
帯は、一一音韻よ
多分
に東北的
要

素が
認めら
れる
所で
ある。

英信
濃地方で
は
文節中尾
のガ
行子一音は
へ
g ，
で
あヲ
て 、
新潟

燃の蒲原、
魚
沼等の地方と
同一
の呈日現象を示
じてい
る。

直ぐ:::
g由ロ

あ
れが:::白芯恒国

萩
j
i---
E
宅

杉
j
i--・
:
E
包

鏡・
:
:・
E白白
星

午
後
:
:
:
由
。由。

禿
:
:
:
y
sr

千
曲川・:
g
E

58
2曲

こ
こ
で 、
文節中尾
のカ
行墨田を
有声化する
地
帯のうち、
本来
の

カ
行
濁墨田を
〔
g〕
に発音する
のが
奥信
濃一
帯で
あり 、
〔g〕
一亘一日

に
発音する
のがそ
の南に漣る一
帯の地(678)
で
あるとい
う
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こ
と
に
な
る。

ガ
行四
段活
用の
動詞
「
漕く 、
泳ぐ 、
仰ぐ 、
繋ぐ 、
嘆ぐ 、
念ぐ、

・
:」

等
の
誇
が、

「
で」

「
だ」
に
護
る
場
合
は
信
州
の
内
部
で
も

各

地
域
に
よ

日
て
特
殊
な
形
を一
示

す
こ
と

次
の
遁
り

で
あ
る。

向つ
ない
とい
τへ
緊い
で
おいて」

E
S同8
5

むい
た

へ
むい
だ
n
もぎ
取
う

た)

g
日間
g

かい
て

(
嘆い
で)

ras

-

か
つ

い
た

〔
担
い
だ)

E
Z
EM
g

か
せ
l

て

へ
稼い
で」

冨印刷日
常

はい
た

へ
剥い
だ」

・
E同S

こ
れ
は
西
筑
摩
の
大
部
分、

下
伊
那
の
南
宇
部
に
聞
か
れ
る
も
の
で
あ

る。

.

mw
ぬ
ん
で

お
よ
ん
ど
る

さ
わ
ん
だ

こ
んで

あ
お
ん
だ

へ脆い
でy

(
泳レで
居る」

へ
騒

い
だ)

へ
漕い
で」

「
仰い
だし

ロ
g
am

o』osa
R
ggd司SE

WOロ島市
即0
3仏師

こ
れ
は
東
信
に
最
も
盛
ん
に
行
わ
れー

中
信
で
も 、

東
筑 、

松
本 、

安

曇一
帯
に
わ
た
っ
て
用

い
ら
れ 、

南
信
で
も 、

西
筑
で
は
(
1)
の
:
;

持
久
S)

地
務
の

夏
に
南
西
部
に
あ
た
る
山
口 、

回
立 、

紳
坂 、

吾
妻
村

(
刷
出
回
)

等
に
聞
か
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る。

北信で
は、自己同島市(
広岡〉(腕〉 、、0〕口丘町
包恒)へ
泳」 、
g訟久島町)

(
研)

等
の
形
で
あ
り 、

下
伊
那
で
も
北
部
の
生
田 、

大
鹿
村
〔
叩
九
)

等
で
必
北
信
と
閉
じ
朕
態
で
あ
る
か
ら 、

そ
れ
以
北
の
上
伊
那、

諏
訪
に

か
けて
同じく:
訟A
e〉の

形が
行わ
れてい
るので
あろ
う。ハその

分
布
につ

いては
正
確
に
調査
して
ないの
で
決
定的
なこ
とは
述
べ
ら

れ
な

い)
北信地
方では 、
語聞の
〔9〕一菅が
脱
落するこ
とが
多く
聞か
れ

る。

20 

せむいすlい そ 1
め乞に
し し

(
直ぐ
に」

(忙しい」

〔
麦
飯」

(
せ
ぎ 、
溝
の
意」

(
略
儀
な)

(
朝げ 、
朝の
意」

こ
れは 、
下
高井郡の
穂高
へ7) 、
上
水内の
古聞村(8)
以
北に

-

わ
た
る
一
柏市
が
最
も

盛
ん
で 、

お
ん
が
く
し
つ
(一
音
楽
室)
の
よ
う
に
援

音に
続く
場合を除いて
は
老
人に
おい
て
は 、
殆
んど
徹底的なもの

と
雪問
え
る。
南
信
地
方
で
も

あっ
すい
て
(
暑過ぎて)

白川帥信回日間宮

う
るい

へ売木、
地名)

耳
目同問

はち
あつ

へ八
月)

E
さ凶
仲間g

かい

へ
鈎u

r
a

こ
の
』め
っ
た

(
こ
の
が
っ
た)

r
s
s
t

等の
よ
う

に、
こ
の
傾
向が
相当あるが、
そ
れは
文節中尾のカ
行

正日
が
有由
同
化

す
る
地
帯
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る。

形容調に
現わ
れるウ
音便形 、つ
まり 、ク
Vウ
の
笈化は 、
南信の

的民
主

-
史記間口

自己間同口市コ

問。“

ない
な

ら
さ
え

ロ白田ロ曲ゑ



/ 

西
筑
の
南
部、
下
伊
那
の
中
部
以
南
の
地
に、
「
ょ
う
出
い
た
な
あ 、
ょ

l
働
い
と
る
な
あ、
で
ご
う
な
っ
た 、
お
お
きょ
!

な
ワ
た」
な
ど
の
よ

う
に、
言
わ
れ
ぺ
い
る。
こ
“れ
ら
の
で
も 、
「
零
う
な
っ
た 、
寒
う
な
っ

た」
と
は
言
わ
な
い
の
で
信
州
で
は
本
当
に
限
ら
れ
た
誇
に
つ
い
て
現
わ

れ
る
の
み
で
る
る。
へ
そ
の
分
布
は
確
か
め
て
な
い。
)

長野l係方言における音頭現象の概観

カ
行
動呈日
下
高
井 、
下
水
内一
帯
か
ら
よ
水
内
の
西
山
部
地
方
に
か

け
て
(
1
2
3
4
5
6
7
8
9
日
刊ど
は
次
の
よ
う
に
クヮ
・

グヮ一
菅
が

徹
底
的
に
行
わ
れ
る。

ぐわ
い
じ
ん
〔
外
人) 、
う
ぐわ
い、
くわ
ん
り
k
l

(
完
了)

、
く

わ
し
(
菓
子〉 、
せ
っ
くわ
い
(
石
茨〉 、
に
くわ
い
(
二
回) 、
ゆ
くわ

い
〔
愉
快) 、
け
っ
くわ
(
結
果) 、
くわ
っ
こ
ペ
括
弧) 、
くわ
ん
け
ー

へ
関
係) 、
くわ
い
ペ
曾) 、
り
くわ
(
理
科) 、
くわ
た
な
(
彩
多
な)

こ
れ
は
老
人
に
限
ら
ず一
般
に
右
の
よ
う
な
発
音
と
な
っ
て
い
る
点
が

注
意
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る。

ザ
行
子
音

こ
こ
で
は
特
別
な
現
象
が
な
い
が 、

音
が
対
応
し
て
い
る
現
象
が
あ
る。

ほ
だ
も
ん
で

(
そ
れ
だ
か
ら)

ほ
ー
し
て

ペ
そ
う
し
て)

ほ
1
じ帯 、
ほ
い
じキ
・へ
そ
れ
で
はU

ほ
l

け
l

(
そ
う
か
いV

ほ
だ
け
ど

〔
そ
れ
だ
け
れ
ど
も) 「

そ
れ」
と
い
う

語
の
ソ一
一菅
に、
ホ

， 

r 

ほ
い
で
よ

(
そ
れ
で
き 、
そ
う
し
て
ね」

こ
れ
は
諏
訪
地
方
に
最
も
盛
ん
で
あ
る
が『
上
伊
那 、・
西
筑
等
に
も
こ

の
傾
向
が
少
し
く

認
め
ら
れ
る。

サ
行
イ
音
便
と
言
わ
れ
る
現
象
は
関
西
地
方
に
は
普
か
ら
盛
ん
に
行
わ

れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
が 、
信
州
で
は
南
信
地
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る。

け
や
い
て

(
消
し
て)

お
ろ
い
て

へ
下
ろ
し
て)

は
な
い
た

〔
放
し
た)

さ
い
た

，
へ
掃
い
た)

う
つ
い
て

(
写
し
て)

は
ね
し
て

〔
話
し
て‘)

お
て
し
て

(
落
し
て)

の
ぱ
い
で

(
伸
し
て)

こ
ろ
ば
い
た
(
転
ば
し
た)
等

こ
れ
は 、
・あ
ら
ゆ
る
ザ
行
四
段
動
詞
が
右
の
形
と
な
る
の
で
な
い
こ
と

は一
般
に
注
意
さ
れ
て
い
る
所
と
同
じ
で
あ
る。
こ
の
現
象
の
分
布
は 、

白
か
ら
回
に
わ
た
る
全
地
域 、
即
ち
南
安
曇
の
奈
川村
か
ら
西
筑
摩一
帯 、

下
伊
那
全
部
に
お
よ
び、
上
伊
那
で
も
南
部
の
南
向、
片
桐 、
飯
島
等
の

村
々
ま
で
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る。
し
か
し 、
こ
れ
ら
の
村
々
や
前
記

の
奈
川
村
あ
た
り
で
は
こ
の一
音
便
の
現
象
が
現
わ
れ
る
語
の
数
が
限
ら
れ

て
来
る
よ
う
で
あ
る。
つ
ま
り
「
は
な
い
て可
お
て
し
て」
等
は
用
い
ら

.

れ
て
も
「
う

つ
い
て 、
の
ば
い
て」
等
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な

獄
態
で
あ
る。

hm
行 、
ダ
行
子呈日

文
節
中
尾
の
タ
行一
菅
が
有
声
音
と
な
る
現
象
は 、
文
節
中
尾
の
カ
行一孟一日

の
有
声
化
す
る
地
待
の
中
で
聞
か

仇
る
が、
後
者
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い

し、
ま
た
そ
れ
が
聞
か
れ
る
地
域
は
ぐ
っ
と
縮
少
し
て
い
る。
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い
ぐ
ど
ち

(
行
く
時)

企gb
2b

ま
ず

(
松)

自
邑Nロ

ま
だ

〔
叉)

・

5邑回

ひ
ど
づ
ぎ

〈一
月U

MU
広

aNz
t

は
だ
ら
ぎ

(
働
きv
-

z
e
g

包

お
じ串

(
お
茶u

a目白

お
ど

(
一昌一回)

oao

わ
だ
し

〔
私v

d司邑h之町

こ
こ
ん
ど
こ
(
こ
こ
の
所)
FO
E
Eoro

こ
れ
は
奥
信
濃
の
水
内 、
堺
村
(
1
2
3)
の
調
査
で
得
た
も
の
で
あ

る
が 、
西
筑
摩 、
下
伊

那遠
山
地
方
等
で
も 、

ふ
ず
1

に
(
普
通
に)

匂ceEH
己

い
じ
お
1

(一
応)

広明日OH

せ
ず
び

(
設
備)

8ec
玄

ふ
だ
づ

(
二
つ)

匂ロ
骨畔
2・

い
だ

(
居
た)

位回

等
が
老
人
の
発一昌一日
の
中
に
聞
か
れ
た
も
の
で
あ
る。

次
に
〆
行一
音
と-フ
行一
菅
の
混
同
の
現
象
で
あ
る
が 、
へ
武
井
氏
が
木
曾

川
音
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の)
こ
れ
は 、
南
安
曇
村
奈
川
村ハ
町
田)
か

ら
西
筑
摩
に
か
け
て、
「
人
ら
ち
中
(
人
た
ち串
) 、
そ
ー

し
て
れ
す
ね

(
そ
う
し
て
で
す
ね
て
そ
ー

ら
か
ら
(
そ
れ
だ
か
ら) 、
さ
く

だ
(
懐)
」

等
と
用
い
て
い
る
の
を
聞
い
た
け
れ
ど
も 、
そ
う

徹
底
的
な
も
の
で
な

く 、
今
日
で
は 、
そ
ん
な
傾
向
が
あ
る
程
度
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。
西
筑
摩
で 、
「
だ
ち
か
ん」
(
い
け
な
い、
埼
が
あ
か
な
いM
と
い

ヤ

う
言
葉
は
今
日
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
が 、
こ
れ
も
〆
と
ラ
の
混
同
の
形 ・
qム

で・あ
ろ
う。
(
下
伊
那
で
は 、
〆
チ
カ
ン
と一フ
チャ
カ
ン
と
の
こ
つ
の
形

2

が
用
い
ら
れ
て
い
る)
こ
の
傾
向
は
ま
た
奥
信
濃
に
も
あヲ
て、
「
く
ら

さ
れ
(
下
さ
い) 、
川
口
水
(
川
口
で)

、
い
ぐ
る
ち
(
行
ぐ
ど
き;・
行

く
と
き)
ど
こ
ら
え
(
何
処
先
いU I
等
と
い
う
警
官
が
聞
か
れ
た。 .
つ
ま

り
こ
の
混
同
は 、
信
州
の
南
北
両
端
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。

ハ
行
子
青

山
行
呈日
で
は
七
を
シ
と
転
枇
す
る
地
域
は
信
州
で
も
比
較
的
広
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
武
井
氏
の
記
さ
れ
た
湿
り
で
あ
る。
今
日
で
も 、
千
曲
川

お
よ
び
犀
川
沿
岸
地
域
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
中
で
も 、
南
佐
久 、

長
野、
上
高
井 、
松
本
な
ど
は
こ
の
傾
向
の
比
較
的
強
い一初
で
あ
る。
し

か
し、
小
際
か
ら
更
級 、
横
科=一
郡
の
地
帯
で
は 、
殆
ん
ど
と
の
混
同
が

聞
か
れ
な
く
な
む
て
い
る
の
は、
武
井
氏
の
調
査
が
な
さ
れ
た
頃
に
く
ら

べ
れ
ば
大
き
な
菱
化
で
あ
る
と雪戸え
る。
ま
た 、
小
谷
地
方
で
も
い
く
ら

か
こ
の
傾
向
が
る
り 、

大
町
(
UU
以
南
の
安
曇一
帯
に
か
け
て
や
や
盛

ん
で
る
る。
南
信
で
は 、
下
伊
那
の
清
回
路
村
〈
同)
で
「
し
ば
し
し
ろ

っ
た
(
火
箸
を
拾rd
た)

、
し
ば
た
(
火
ば
たU

、
しっ
か
か
ラ
た
(
ひ

づ
か
か
う
た)
」
等
の
数
語
が
聞
か
れ
た
が 、
こ
こ
も
そ
れ
以
外
の
場
合

は
あ
ま
り

転
靴
し
な
い
よ
う
で
あ
る。

奥
信
滋
の
下
高
井
郡
堺
村
に
秋
山
地
方
と
呼
ば
れ
る
山
聞
の一
部
落

ハ
3)
が
あ
る。
こ
こ
は
新
潟
豚 、
中
魚
沼
郡
か
ら
中
津
川
と
い
う
川
沿
い

に
七
星
近
く
も
念
吸
な
山
中
に
わ
け
入
っ
た
場
所
で
あ
令
て、
普
か
ら
独

特
な
風
習
が
行
わ
れ
て
来
て
い
る
と
い
う
の
で
種
々
紹
介
さ
れ
て
来
た
よ



〆

う
な
特
殊
な
部
落
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は 、
老
年
の
人
た
ち
が 、

子
た

豆、
g

引
き
ず
ろ

吉
田氏
庶民
E

火
繍

ヨ
e
s

東

-
E坦ω』即

・
肇

2
5

の
よ
う
に
ヒ
の
子一
音
を
〔F〕
に
発
音
し
て
い
る
こ
と
が
信
州
と
し
て
は

珍
ら
し
い
こ
と
で
る
っ
た。
円 、
ヒ、
へ 、
ホ
の
子一
音
に
つ
い
て
は〔F〕

一
育
を
聞
き
得
な
か
ヲ
た
が 、
同
じ
部
落
の
七
十
才
近
い
老
婆
は 、

友:::
胃H

ベ
し
よ
ん
ね:::1
2
8
5
(へ
し
折
れ
な
い)

と
い
う
警Z日
ーを
し
て
い
た。
こ
の
発
音
は
こ
の
人
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か

否
か 、
ま
た 、
他
のハ
行
菅
に
も
〔
P〕

が
現
わ
れ
る
か
否
か
と
い
ふ
点

に
つ
い
て
はブ
と
う

と
う
そ
の
時
た
し
か
め
得
な
い
で
帰
っ
て
し
ま
ウ
て

非
常
に
残
念
で
あ
ラ
た。
近
く
機
曾
を
畑町
て
も
う一

度
調
査
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る。

長野l豚方言における音韻現象の概観

ヤ
行
子
育

ヤ
行
音
で
特
殊
た
も
の
は 、
南
信
地
芳
の
山
地
で
老
人
の
警
官
に
聞
か

れ
る
エ
普
で
あ
る。
つ
ま
り 、
「
円
儒 、
前
街 、
校 、
遠
慮 、
覚
え
る、

駅」
等
の
語
に
現
わ
れ
るエ正日
は
〔・戸〕
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る。

私
の
調
べ
た
範
囲
で
は
飛
搬
の
高

根村
や
山
梨
の
北
E
摩
の
山
地
等
に

も
こ
の一
菅
が
聞
か
れ
た
の
で、
少
し
く

以
前
に
は
相
当
広
く

用
い
ら
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い。

結
ぴ

草

右
に
数
種
の
一菅一
積
分
布
の
獄
態
を
図
示
し
た
が 、
一
音
請
の
分
布
か
ら
信

州
方
言
の
特
色
を
概
括
す
る
と、
千
曲
川
に
沿
う一

帯
の
地
区
に
は
関
東

方
言
的
な
色
彩
が
伺
わ
れ 、
千
曲
川
の
式
流
お
よ
び
姫
川
の
流
域
地
方
は

東
北
越
後
方
言
的
で
あ
り 、
天
龍
川
お
よ
び
木
曾
川
に
沿
う

地
帯
に
は
関

西
方
音
や
名
古
屋
地
方
の
色
彩
が
認
め
ら
れ 、
ま
た
諏
訪
や
佐
久
地
方
に

.
は
山
梨
燃
に
遁
ず
る
甥
象
が
見
ら
れ
る。

た
だ 、
西
筑
摩
か
ら
下
伊
那一
滑
に、
東
北
方
一言
的
な
現
象
が
散
見
す

る
こ
と
は
異
と
す
る
に
足
る
こ
と
で
あ
る。

今一
音
頭
分
布
の
面
か
ら
信
州
方
言
の
区
翻
を
考
え
て
み
る
と
次
の
よ
う

に
統
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

へ
便
宜
上
数
種
の
目
安
を
か
か
げ
て
表
示
す
る)

，

O
は

標記
現
象
が
行
わ
れ
る
こ
と
を一示
し 、
ム
は
そ
れ
が一
部
に
行
わ

れ
る
こ
と
を一示
す。
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• 38 

(
二一一一 一良
よ
り〉

註
1 、
こ
の
表
で
は
隣
接
の
二
つ
の
地
帯
が
ど
の
現
象
で
異
る
か
と
い

う
こ
と
が
は
づ
き
り
す
る
え
た
と
え
ば、
北
信
と

東
信
は
ど
こ
で

這
う
か 、

東
信
と
安
曇
東
筑
は
ど
こ
で
這
う
か
と
い
う
よ
う
に
J

2、
奥
信
濃
地
方(
1
2
3
4
5)
は
便
宜
上
北
信
の
中
に
牧
め
た
が

独
立
し
た一
方
言
地
区
と
し
て
立 ，
て
る
理
由
は
充
分
に
あ
る。




